
書
で
た
ど
る

書
で
た
ど
る

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
企
画
展

良寛

禅

駒澤大学
良
寛
の
足
跡

良
寛
の
足
跡



大忍国仙（良寛師 /円通寺 10 世）「龍　日献四海水」 山本以南（良寛父）和歌「日ののへに」当館蔵
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玄透即中（円通寺 11 世 / 永平寺 50 世）編
彫刻永平正法眼蔵（本山版）　本学図書館蔵 永平道元禅師行状之図 ( 対幅 )　当館蔵

良寛修行の寺
備中玉島円通寺の禅僧たち

良寛周辺の人びと
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良寛　和歌「わがそでは」 良寛　斎藤老宛て書状「此間暑気」当館蔵

良寛　漢詩「大江茫々」　当館蔵

　「良寛さん」で知られる江戸時代の僧侶大愚良寛 (1758 ～ 1831)。

良寛は世に出ることなく、越後の住民や子供たちを相手に暮らし、

托鉢の余暇に和歌や漢詩を作り、書を楽しんで過ごしました。

　良寛の生き様は一宗一派を超越した感がありますが、良寛が出家･

修行し、印可証明を得たのは禅宗の一派･曹洞宗の寺院でした。また

自由闊達な境涯の根底には、修行時代に身を投じた曹洞禅への求法

と、研鑽された学識があったといえます。

　今回の企画展では、良寛墨蹟の優品からその足跡を追うとともに、

良寛が敬慕してやまなかった曹洞宗開祖･道元禅師の真筆『正法眼蔵

嗣書』や、修行寺院･備中玉島円通寺の歴代住持、同時代に活躍した

禅僧たちの書画なども紹介します。

　良寛の心のふるさとといえる曹洞宗。曹洞宗の学問所「旃檀林」

を起源とする駒澤大学で、良寛の足跡に触れてみませんか。
駒澤大学で良寛を見よう！
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